
S=1:20１号マンホール標準構造図

※地上より5ｍ以深に設置となるマンホール部材はⅡ種とする。

　また、マンホール深が5ｍ以上となる場合は、マンホールの中間付近に

中間スラブ（ＦＲＰ製、二分割後付用）を設置する。
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縮尺 1:10塩ビ製小型マンホール標準構造図

※寸法は参考寸法である。

　また、（　）内は本管がリブ管の場合の参考寸法。
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S=1:20汚水桝及び取付管標準構造図
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表　層　工：再生粗粒度アスコン(20) 　　　t= 30　

上層路盤工：粒調砕石(M-40)　　　 　　　　t=170　

下層路盤工：再生クラッシャーラン(RC-40)　t=150　


